
敦賀市立博物館友の会 令和 3 年 3 月 第 95 号

　

大
和
田
銀
行
本
店
本
館(

現
敦
博
建
物)

と
背
中
合
わ

せ
の
位
置
に
残
る
大
和
田
銀
行
本
店
社
屋
が
令
和
三
年
二

月
二
十
六
日
付
で
国
の
登
録
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
み
な
と
つ
る
が
山
車
会
館
の
別
館
と
し
て
活
用
し

て
い
る
こ
の
建
物
は
、
長
ら
く
大
和
田
銀
行
の
初
代
本
店

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
建
物

と
合
わ
せ
て
、
敦
賀
の
近
代
史
に
お
け
る
貴
重
な
遺
産
で

す
。
大
和
田
銀
行
は
明
治
二
十
五
年
に
蓬
莱
二
十
六
番
地

で
創
業
し
ま
す
。
こ
の
時
は
「
家
屋
は
自
分
の
借
家
を
あ

け
さ
せ
」
と
、
既
存
の
建
物
で
の
創
業
で
あ
っ
た
こ
と
が

『
北
陸
の
偉
人
大
和
田
翁
』
に
見
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
本
格
的
な
調
査
を
行
っ
た
際
確
認
し
た

棟
札
に
は
「
明
治
参
拾
七
甲
辰
歳
四
月
戊
子
」
と
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
大
和
田
銀
行
新

築
披
露
の
招
待
状
の
「
明
治
三
十
四
年
二
月
二
十
日
」
と

い
う
日
付
や
、
改
築
を
重
ね
て
き
た
建
物
の
現
状
か
ら
来

歴
を
推
定
し
ま
し
た
。
こ
の
招
待
状
に
は
「
弊
行
義
業
務

日
ニ
繁
盛
ニ
相
趨
キ
為
メ
ニ
店
舗
ノ
狭
隘
ヲ
告
ゲ
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
最
初
の
仮
に
用
意
し
た
店
舗
で
は
手
狭

で
、
明
治
三
十
四
年
に
同
じ
場
所
に
新
た
に
建
設
。
倉
庫

の
よ
う
な
建
物
を
再
利
用
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
後
、
大
和
田
銀
行
は
一
層
繁
盛
し
て
ま
た
手
狭

と
な
っ
た
た
め
、
敷
地
の
拡
張
を
伴
う
大
規
模
な
改
築
が

明
治
三
十
七
年
に
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
す
。ま
た
そ
の
後
、

正
面
を
洋
風
に
改
築
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
銀
行
本
店

機
能
が
博
物

館
建
物
へ
と

移
転
し
た
後

は
、「
嶺
南

木
材
」
と
い

う
会
社
が
使

用
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

題字：千葉半厓

文化財ニュース

旧大和田銀行本店社屋が登録文化財に

登録文化財　「旧大和田銀行本店社屋」

　営業の規模等に併せて改築を重ねた点も歴史です。

大和田銀行新築記念招待状



　

石
に
刻
ま
れ
た
古
人
の
祈
り

　
　
　
　
　
　
　

友
の
会
会
長　

川
村　

俊
彦

　

敦
賀
市
博
の
二
階
展
示
室
に
は
、
平
安
後
期
に
造

営
さ
れ
た
深
山
寺
経
塚
な
ど
の
出
土
品
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
末
法
の
世
の
乱
れ
に
際
し
、
平
穏
と
救
済
を

願
っ
て
書
写
し
た
経
典
を
地
中
に
埋
納
し
た
、
古
人

の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
遺
物
で
あ
る
。
ま
た
、
先
頃

は
石
造
塔
婆
の
一
種
で
あ
る
板
碑
の
ミ
ニ
企
画
展
も

行
わ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
石
造
物
も
、
様
々
な
祈
り

に
よ
る
営
為
の
所
産
で
あ
る
。

　

昨
年
か
ら
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
日
々
の

生
活
は
否
応
な
く
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

私
は
、
こ
の
機
会
に
、
疫
病
や
飢
饉
な
ど
の
災
厄
に

対
す
る
古
人
の
祈
り
を
知
る
よ
す
が
と
し
て
、
あ
ら

た
め
て
周
辺
の
石
造
物
を
見
て
回
っ
て
い
る
。

　

江
戸
後
期
は
全
国
的
に
飢
饉
が
頻
発
し
た
が
、
敦

賀
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
な
か
で
も
天

保
年
間
の
惨
禍
は
甚
大
で
、
洲
江
庵
に
あ
る
無
縁
塚

や
、
来
迎
寺
野
墓
地
の
供
養
塔
は
、
そ
の
惨
禍
を
伝

え
る
記
念
碑
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
商
人
た

ち
が
困
窮
者
に
施
し
た
施
行
粥
や
八
五
〇
人
も
の
死

者
を
出
し
た
こ
と
な
ど
が
、「
天
保
救
恤
録
」（
大
和

田
み
え
子
文
書
『
敦
賀
市
史
史
料
編
第
一
巻
』）
と

い
う
史
料
に
詳
し
い
。

　

県
内
で
は
、
詳
述
は
省
く
が
越
前
市
の
旧
本
保
陣

屋
附
近
に
建
て
ら
れ
た
天
保
救
荒
碑
が
夙
に
知
ら
れ

て
い
る
。

　

敦
賀
近
隣
で
は
、
美
浜
町
丹
生
の
龍
渓
院
境
内
及

び
そ
の
近
く
に
石
塔
を
建
て
た
一
字
一
石
経
塚
が
所

在
す
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
後
期
の
霊
考
和
尚
の
造
営

に
な
り
、
前
者
は
三
重
塔
で
『
わ
か
さ
美
浜
町
誌
第

三
巻
』
に
記
載
が
あ
る
。

　

後
者
は
、
経
塚
の
標
識
と
し
て
は
珍
し
い
石
塔
が

二
基
建
っ
て
お
り
、
う
ち
一
基
の
銘
文
に
は
、
文
政

六
年
（
一
八
二
三
）
に
法
華
経
八
巻
を
書
写
し
た
経

石
六
万
九
千
三
八
四
個
を
納
め
た
旨
を
記
し
て
い

る
。
台
座
の
願
文
に
は
「
一
切
衆
生
皆
成
仏
道
」
と

刻
ま
れ
霊
考
和
尚
は
じ
め
当
時
の
人
々
の
祈
り
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
ち
な
み
に
、
県
内
の
石
造
物
に
精
通

し
た
郷
土
史
家
の
故
山
本
昭
治
は
、
越
前
若
狭
を
代

表
す
る
経
塚
だ
と
こ
れ
を
評
し
て
い
る
。（『
福
井
県

の
経
塚
』
一
九
八
一
）

　

紙
幅
に
限
り
が
あ
る
の
で
自
余
は
割
愛
す
る
が
、

飢
饉
に
し
ろ
疫
病
に
し
ろ
、
戦
う
術
の
限
ら
れ
て
い

た
人
々
に
と
っ
て
、
最
後
は
神
仏
に
頼
る
し
か
な

か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
そ
れ
を
否
定
的
に
見
て
い
る

の
で
は
な
い
。

　

様
々
な
造
塔
を
伴
う
祈
り
と
い
う
営
為
に
は
未
来

へ
の
ま
な
ざ
し
が
あ
る
。災
厄
と
必
死
に
向
き
合
い
、

た
と
え
自
ら
が
朽
ち
斃
れ
て
も
、
社
会
の
存
続
と
子

孫
の
安
寧
を
願
う
切
な
る
想
い
が
あ
る
。

　

今
日
、
私
た
ち
は
医
学
と
い
う
楯
に
守
ら
れ
、
科

学
的
知
見
に
基
づ
く
合
理
的
な
防
疫
の
習
慣
を
学
ん

で
い
る
。
が
、
不
幸
に
し
て
こ
れ
ら
の
及
ば
ざ
る
先

に
救
い
と
な
る
の
は
、
や
は
り
祈
り
で
あ
ろ
う
。

　

古
人
の
残
し
た
祈
り
に
共
感
し
つ
つ
、
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
を
奇
貨
と
し
て
、あ
ら
た
め
て
文
化
財
に
触
れ
、

学
び
を
得
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより

れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより～れきしぶんかだより

丹生経塚石塔



▼
一
・
二
階
展
示
室

常
設
展
示
「
敦
賀
を
彩
る
歴
史
と
文
化
」　
通
年

　

�

常
設
展
で
は
、
一
～
二
か
月
の
期
間
で
一
部
の

コ
ー
ナ
ー
を
入
れ
変
え
な
が
ら
常
設
展
示
を
し
て

い
ま
す
。

▼
三
階
展
示
室

「
琳
派
の
美
」

　
　

四
月
三
日(

土)

～
五
月
七
日(

金)

　

�

当
館
が
所
蔵
す
る
琳
派
の
絵
画
作
品
を
展
示
い
た

し
ま
す
。
華
や
か
で
優
美
な
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

「
南
画
の
世
界
」

　
　

五
月
八
日(

土)

～
六
月
十
一
日(

金)

　

�

日
本
絵
画
の
ジ
ャ
ン
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
南
画
」

は
、
中
国
に
由
来
し
ま
す
。
中
国
文
人
の
思
想
に

憧
れ
た
日
本
の
画
家
た
ち
が
描
く
、
南
画
の
世
界

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
敦
賀
の
鷹
絵
師
・
橋
本
長
兵
衛
と
そ
の
画
系
」

　
　

六
月
十
二
日
（
土
）
～
七
月
六
日
（
火
）

　

�

敦
賀
の
鷹
絵
師
橋
本
長
兵
衛
の
絵
画
を
中
心
に
展

示
し
ま
す
。

▼
二
階
展
示
室

特
集
展
示
「
祭
り
の
面
と
衣
装
」

　
　

四
月
二
十
八
日
（
水
）
～
六
月
一
日
（
火
）

　

�

敦
賀
の
お
祭
り
で
使
用
さ
れ
る
お
面
や
衣
装
を
展

示
し
ま
す
。

特
集
展
示
「
天
狗
党
（
仮
）」

　
　

七
月
七
日
（
水
）
～
八
月
三
日
（
火
）

　

天
狗
党
に
つ
い
て
展
示
し
ま
す
。

■
二
・
三
階
展
示
室

特
別
展
「
増
補
改
訂
　
古
写
真
が
語
る
敦
賀
（
仮
）」

　
　

戦
前
編
八
月
六
日
（
金
）
～
九
月
五
日
（
日
）

　
　

戦
後
編
九
月
七
日
（
火
）
～
十
月
五
日
（
火
）

　

敦
賀
に
関
す
る
古
写
真
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

■
■
■
敦
賀
の
古
写
真
大
募
集
！
■
■
■

あ
な
た
の
お
家
に
眠
っ
て
い
る
古
写
真
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？　

博
物
館
で
は
、
特
別
展
開
催
に
向
け
て
敦

賀
の
街
や
鉄
道
、
港
等
を
写
し
た
古
い
写
真
の
ご
提

供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

※
一
九
七
〇
年
代
（
昭
和
四
〇
年
代
）
頃
ま
で

【
募
集
期
間
】

　
　
　

五
月
三
〇
日
（
日
）
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
折
紙
で
兜
と
陣
羽
織
を
つ
く
ろ
う
！
」

　
　

五
月
四
日
（
火
・
祝
）・
五
月
五
日
（
水
・
祝
）　

　
　

時
間
未
定

▼
そ
の
他
（
予
定
）

　
　

歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　

・
天
狗
党
ゆ
か
り
の
地
を
歩
こ
う

　
　

・
古
写
真
の
地
を
歩
こ
う

　
　
　
　

※
詳
細
は
広
報
つ
る
が
で
ご
確
認
下
さ
い

☆
☆
友
の
会
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
☆
☆

　

友
の
会
事
務
局
で
は
役
員
・
行
事
等
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
会
員
の
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
令
和
３
年
度
前
半
展
示
の
案
内

ご来館お待ちしてます !!

敦賀市立博物館友の会だより　95号　( 令和 3年 3月 )

◯
令
和
３
年
度
前
半
行
事
の
案
内
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現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
同

様
に
過
去
敦
賀
で
も
何
度

か
疫
病
が
流
行
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
敦
賀
で
疫
病
を

祓
う
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
た

の
が
氣
比
神
宮
境
内
に
あ

る
摂
社
角
鹿
神
社
の
御
神

体
の
「
獅
子
頭
」
で
し
た
。

平
松
周
家
著
『
氣
比
宮
社

記
』
第
一
巻
『
神
伝
部
上
』

「
角
鹿
神
社
」
の
項
に
は
、

来
敦
し
た
任
那
国
の
王
子

都つ

ぬ

が

あ

ら

し

と

奴
我
阿
羅
斯
等
の
従
者

が
、
王
子
の
国
の
芸
能
で

あ
る
獅
子
舞
を
当
地
に
伝

え
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
の
国
際
都
市
敦
賀
で
は
、

海
外
か
ら
入
っ
て
来
た
疫

病
と
の
出
会
い
も
早
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
角
鹿
」
の
名
前
に
こ
じ
つ

け
た
事
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
記

事
で
す
よ
ね
。

　

[ 編集後記 ]
　市内史跡見学会のなかで、敦賀駅正面
に所々残っていた戦前の石畳はどこに
いったのかが話題に上がったのですが、
つい最近、高早学芸員から駅前に設置さ
れたソーラーパネルの下にあったと教え
て貰いましたので、皆さまにもお伝えさ
せて頂きます。　　　　　　事務局長
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友
の
会
活
動
報
告

　

～
市
内
史
跡
見
学
会
だ
よ
り
～

　
　
　
　
　
　
　

友
の
会
事
務
局
長　

面　

隆
史

　

県
内
最
大
規
模
の
新
幹
線
敦
賀
駅
全
容
が
見
え
始

め
て
き
た
二
〇
二
〇
年
十
月
十
一
日
（
日
）
に
、
木

の
芽
川
沿
い
、
駅
周
辺
を
散
策
し
な
が
ら
史
跡
＆
新

幹
線
工
事
を
見
学
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。
十
名
程
度
の
事
前
予
約
制
で
敦
賀
市
立
図
書
館

（
集
合
）・
東
洋
紡
敦
賀
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス (
外
観)

・

旧
木
の
芽
橋
欄
干 

・
深
川
架
道
橋(

Ｊ
Ｒ
線
路
下) 

・
眼
鏡
橋 

・
敦
賀
駅
周
辺 (

解
散)

に
て
行
わ
れ
、

午
後
一
時
か
ら
三
時
頃
ま
で
皆
さ
ま
と
散
策
の
時
間

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
洒
落
な
丸
窓
が
印
象
的
な
東
洋
紡
敦
賀
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
外
観
を
見
学
し
、
旧
木
の
芽
橋
欄
干
脇
か
ら

木
の
芽
川
を
上
っ
て
到
着
し
た
深
川
架
道
橋(

Ｊ
Ｒ

線
路
下)

で
は
、
最
先
端
技
術
で
築
か
れ
る
北
陸
新

幹
線
の
巨
大
な
高
架
橋
を
下
か
ら
見
上
げ
て
感
嘆
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
次
に
少
し
移
動
し
て
、
日
本

海
側
屈
指
の
良
港
敦
賀
と
鉄
道
の
始
ま
り
の
歴
史
を

伝
え
る
、
日
本
の
鉄
道
黎
明
期
に
お
け
る
文
化
財
の

一
つ
眼
鏡
橋
を
見
学
し
、
明
治
四
十
二
年
ま
で
の
北

陸
線
は
こ
の
場
所
を
通
り
、
氣
比
神
宮
付
近
に
あ
っ

た
初
代
敦
賀
駅
、
鉄
道
開
通
後
に
飛
躍
的
な
発
展
を

遂
げ
る
敦
賀
港
の
金
ケ
崎
駅
に
繋
が
っ
て
い
た
の
だ

と
、
旧
木
の
芽
橋
欄
干
、
氣
比
神
宮
、
金
ケ
崎
の
方

向
を
確
か
め
な
が
ら
当
時
の
様
子
を
思
い
描
く
事
が

出
来
ま
し
た
。

   

最
後
に
遠
方
よ
り
現
在
の
敦
賀
駅
在
来
線
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
を
見
学
し
、
土
台
下
に
少
し
見
え
る
二
代

目
敦
賀
駅
建
設
当
初
か
ら
の
レ
ン
ガ
基
礎
部
分
を
確

認
し
ま
し
た
。
平
成
時
代
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
交

流
施
設
オ
ル
パ
ー
ク
の
開
館
で
新
し
く
な
っ
た
敦
賀

駅
舎
、
そ
の
土
台
の
一
部
を
支
え
る
二
代
目
敦
賀
駅

の
基
礎
、
そ
し
て
後
方
に
高
さ
約
三
十
五
メ
ー
ト
ル

の
新
幹
線
敦
賀
駅
が
聳
え
る
様
は
連
綿
と
し
た
歴
史

を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。

　

今
後
も
益
々
こ
の
会
を
発
展
さ
せ
た
く
皆
さ
ま
の

ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

氣比神宮宝物獅子頭置物　

昭和 44（1969）年／個人蔵

獅子頭を模ったお土産用置物

［
資
料
紹
介
］

　
獅
子
頭
置
物

　


